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1. はじめに 
2 名以上のグループが同時刻に指定された場所に集合し，会議や宴会といったイベントを

開催することがある．グループ内でイベントを開催するにあたって，日程調整，開催する

場所や 1 人あたりの費用等の必要な事項を決定する必要がある．まず，グループ内でグル

ープ内全員の予定や要望を集計し決定する人間（以下，幹事）と幹事に自身の予定や要望

を連絡する必要がある人間（以下，参加者）と分かれて必要な事項を決定していく．次に，

必要な事項を決定するには，幹事は参加者とやりとりでグループ内全員の予定や要望の収

集する．そして，幹事は収集した予定や要望の集計を取る．そして，集計結果から必要事

項を決定する．しかし，必要事項を決定するまで幹事と参加者のやりとりや集計は幹事に

とって負担が掛かる．しかも，参加者が多いほど幹事が一人ひとりの参加者とのやりとり

の回数は増加し，幹事の負担が比例して増加する． 
先行研究において，幹事の負担を軽減するため，グループ内の日程調整を計算機で支援

する研究がなされている[1][2][3]．そして，web とメールを連携させることで幹事の負担が

軽減されることが実証された[2]．また，実際に運用されているシステム[3]を利用したユー

ザヒアリングより，日程調整のみ特化されたシステムであり，必要な事項全てに対して支

援されていない．また，参加者が未入力を発生してしまい，支援 web ページのデザインに

よって幹事が正しい集計結果が得られない，参加者の要望の提示方法は web フォームによ

って制限され，メールのような自由表記ができない等の改善点があることが明らかになっ

た． 
本論文では，参加者の未入力を発生させない支援 web ページの提示方法を考えるととも

に，参加者の要望を自由表記で提示可能にし，メールと web を連携したより幹事の負担を

軽減できるイベント意思決定支援システムの設計・実装および評価について述べる．2 章で

は，イベントを開催するまでの流れや幹事が負担になるタスクを整理し，3 章では，従来の

支援システムの流れ，利点や欠点を述べる．4 章では，実装した支援システムに対しての詳

細を述べ，5 章では実際に支援システムを利用者による評価および改善点を述べる． 
  
2. イベントの定義 
イベント(event)とは，催し，行事のことである[4]．一般的にイベントとは学校行事やオ

リンピックなど大規模な人数での催しと，一方で，宴会や会議など小規模な人数のグルー

プで行う催しや行事のことを指す．本研究におけるイベントとは，後者の小規模な人数の

グループの催しや行事と定義する．また，幹事とは，イベントを開催するために，グルー

プ内全員の予定や要望を集計し，必要な事項に対して最終的な決定を行う者をいう．参加

者とは，必要な事項を決定するまでに予定や要望を幹事に連絡しなければならない者をい

う．グループ内で幹事を参加者に分かれてイベントの準備を行う． 
この章ではイベントの開催で必要な事項や流れを整理するとともに，幹事が負担になるタ

スクは何かを述べる． 
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2.1. イベント開催までの必要項目と流れ 
まず，グループ内の会話等から会議を開く，宴会を行うなどのイベント開催することを

グループ内に提案される．このように，グループ内でイベントが企画されイベントの内容

が決定することを「イベント発案」とする． 
次に，イベント発案でグループ内の人々にイベント開催に対して賛同が取れれば，グル

ープ内での人の役割が幹事と参加者に役割を分担し，イベントを開催するために準備をす

る．この準備期間を「イベント準備」とする．イベント準備では，幹事と参加者との間で

さまざまな事項を決めていかなければならない．イベント準備で決定しなければならない

最低限の必要な事項（以下，必要事項）表 1 に示す． 
 

表 1 イベントの開催時の必要事項 

必要事項 内容 

イベント内容 
開催日程 
開催場所 
開催開始時間 
参加人数 
会費 
集合場所 
集合時間 

イベントの詳細内容 
イベントを開催する日程 
イベントを開催する場所 
イベントを開始する時間 
イベントに参加する人数 
参加者 1 人あたりの費用 
イベントの参加者が集合する場所（開催場所と同様でも可） 
イベントの参加者が集合する時間（開催開始時間と同様でも可） 

 
イベント準備で幹事は参加者に必要事項に対して予定や要望の情報提供を呼び掛ける．

参加者は呼び掛けに応じて幹事に情報を提示し，幹事は参加者とのやりとりをもとに各必

要事項に対して集計を行う．そして，幹事が最終的に全ての必要事項を決定する．また，

開催場所に予約が必要であるとき，イベント準備に行う．そして，イベント準備で決定し

た必要事項に基づいてイベントを開催する(図 1) ． 

 
図 1 イベント開催までの流れと幹事の作業 

イベント発案 イベント準備 イベント開催 

イベント内容の決定 

イベントに対して賛同を得る 

必要事項に沿ってイベントを

開催する 

参加者の予定・要望の収集 

必要事項の決定 

開催場所の予約（必要時のみ） 
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2.2. 幹事の負担になるタスク 
幹事にとって負担になるタスクとは，イベント準備での参加者の予定・要望の収集及び

決定である．参加者の予定や要望を収集するためには幹事は参加者一人ひとりに対して情

報提供の呼び掛けを行わなければならない．つまり，参加者が多ければ多いほど参加者と

のやりとりが多くなるため，幹事の負担は増大する．さらに，情報提供の呼び掛けに対し

て参加者が明確な意見として回答すると問題はないが，参加者が曖昧な表現（どこでも良

い・いつでも良い等）で回答することが多い．参加者の曖昧な表現での返事は集計結果に

有意差がなく，必要事項の候補が多くなってしまう．特に，開催日程を決める際には，参

加者全ての正確な予定を知る必要がある．しかし，参加者の曖昧な表現の提示で，参加者

全ての予定を正確に把握することが困難になり，イベント準備の支障になりかねない．ゆ

えに，必要事項の中でも開催日程の決定がスムーズに行えるかでイベントを開催すること

が可能か左右される． 
また，集計結果とは別に，イベント開催は週末の方が良い，必ず参加しないと意味がな

い人間の予定や要望を優先する等，イベントを開催する上での特別な条件が存在するケー

スもある．イベント準備の際にこれらの条件を整理することも重要である． 
つまり，幹事は参加者の予定・要望を収集し，集計結果と条件を考慮したうえで必要事

項の決定を行うことが負担になるタスクである． 
 
3. 従来の計算機支援によるイベント準備 
 イベント準備の参加者の予定・要望の収集および，必要事項の決定が幹事にとって負担

になるタスクだと理解した上で，計算機を利用して幹事の支援をする研究[1][2]及びサービ

ス[3]がなされている．この章では，計算機を利用して幹事が必要事項を決定するまでの流

れを web による方式，電子メール（以下，メール）による方式，web とメールの連携によ

る方式の 3 つの方式とし，幹事の立場から 3 つの方式を比較する． 
 
3.1. web による方式 
web CGI フォームを利用して参加者の予定・要望を聞く方式は，おおよそ以下のような流

れで調整が行える． 
① 幹事は，必要事項決定のための web CGI フォームを用意する． 
② 幹事は，イベントの内容と，必要事項決定への情報提供の呼び掛け，上記 web ペー

ジの URL を参加者にメールで通知し，入力を促す． 
③ 幹事は，参加者全員の入力を待って，web ページを確認して，集計結果を得て，最

終的に必要事項を決める． 
 
3.2. メールによる方式 

メールの利用によって参加者の予定や必要事項に対しての要望を聞く方式では，おおよ
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そ以下のような流れで調整が行える． 
① 幹事は，イベントの内容と，必要事項決定への情報提供の呼び掛け，調整期間など

をイベント参加者にメールで通知し，回答を促す． 
② 幹事は参加者から受け取った全てのメールをチェックして，手動で集計を行い，最

終的に必要事項を決定する． 
 
ここで，web による方式，メールによる方式と 2 つの方式どちらかを幹事が利用した

際，幹事に対しての利点と欠点を表 2 に示す． 
 

表 2 幹事から見たイベント準備のしやすさ 

幹事から見た使いやすさの基準 web メール 

(1) 集計の手間が小さいか ◎ × 
(2) 最初の通知までの手間が小さいか × ○ 
(3) 回答が得られやすいか △ ○ 
(4) 必要事項の決定がしやすいか ○ △ 

 
集計の手間は web による方式の方がはるかに小さい．web CGI フォームでの参加者の

回答はフォームに基づいて制限された回答にすることができ，集計を完全に自動化できる

からである [2]．一方で，メールによる方式は参加者の回答が自由表記であり 1 通ずつチ

ェックを行い，幹事が手動で集計する手間が大きい． 
次に，最初の通知までの手間はメールによる方式の方が小さい．web による方式では毎

回イベント内容に沿った web フォームを作成しなければならない．さらに，作成 web フ

ォームを作成する際は，HTML や web CGI の知識が必要である． 
また，参加者の回答が得られやすいのは，メールによる方式である．幹事からの通知メ

ールにそのまま回答するだけでよいので操作が少なくて済む．さらに，自由表記であるた

めに参加者の要望や柔軟な提案が聞きやすく，時として非常にスムーズに必要事項の決定

が早くなることが報告されている [2]．web 方式が参加者の回答が得られやすいかどうか

は，入力の手間，すなわち，ユーザインターフェースに大きく左右される．簡単な操作の

みで予定や要望の情報を提供ができれば，メール方式と優劣は逆転する可能性がある．し

かし，幹事が提案した予定や場所の候補しか答えることができず，メールのような参加者

の柔軟な提案を得る機会が少ない． 
必要事項の決定は，どちらも参加者の情報提供の状況によって変わってくる．メール方

式は詳しい予定や要望の提示が行われているかどうかである．参加者が曖昧な表現で回答

すると集計が困難になる． web 方式は参加者の意見が数値として示されるので必要事項

の決定は行いやすいが，参加者の要望がまとまらずばらつきがあったとき，イベント内容

が宴会のとき週末のほうが集まりやすいやイベント内容が会議のときこの参加者は欠席



- 5 - 
 

してはいけない等，必要事項の決定は集計以外の条件を加えなければならない．その情報

を逃さないような web フォームの作成が必要になる．  
 

3.3. web とメールの連携による方式 
従来からよく行われているメールによる日程調整をベースとして，それに連携する形で

web を加えることで，幹事と参加者の双方の負担を減らせることが先行研究で実証されて

いる[2]．また，メールと web ページを連携し，イベントの日程決定の支援を行うサービス

が実際に運営されている [3]．このサービスの利用方法は以下のような流れになる． 
① スケジュール調整ページ（図 2）を作成するため，イベント名，メッセージ，開催予

定日時，ニックネーム（幹事）の必要な項目を入力し，次へボタンを押す． 
② スケジュール調整ページが自動生成される． 
③ スケジュール調整ページの URL を参加者全員にメールで通知する． 
④ 参加者は，スケジュール調整ページにアクセスし，開催予定期間に対して予定が空い

ている日を○アイコンを，空いていない日を×アイコンに合わせるようにクリックで

入力する． 
⑤ 幹事は参加者全員のスケジュール調整ページの入力をもとに開催日程を決定する． 

  

 
図 2 Pollan：スケジュール調整ページ 

 
スケジュール調整ページの機能の特徴は，1 つの web ページをグループ内で共有し，日

程調整を行っていくことである．web ページにはイベントのイベント名やメッセージでイ

タイトル・メッセージ 

一覧表 ページ送りボタン 

調整日に対して参加者全て

○の場合，枠が赤で表示 

参加者の予定 
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ベント内容を，一覧表で参加者全員の調整期間の予定を把握することができる． 
一覧表は調整期間のうち調整日 10 日間ずつ表示し，調整日の表示がされているセルの両

端にある緑の三角アイコンでページ送りをすることができる．一覧表の 1 行分が左端に表

示されている名前の参加者の予定である．参加者は調整日毎に参加を示す○アイコンと不

参加を示す×アイコンをクリックのみで入力することができる．このアイコンはクリック

するごとにトグルする． 
さらに，全ての参加者が調整日に対して○アイコンを入力した場合，その調整日 1 列を

赤く表示する機能があり，視覚的に全ての人が参加できる調整日かであることを明確に表

示してくれる． 
しかし，この支援サービスの実際に利用した結果，問題点が存在した．支援サービスの

問題点を以下に述べる． 
(1) 一覧表の集計に対して 

(ア) スケジュールを表示する期間がわかりづらく，次の 10 日間に跨いでいる調整日の

入力を怠ってしまい，調整日の正確な集計を取ることができなかった． 
(イ) 全ての調整日に対して，参加者全員が○アイコンを入力されなかった場合，○ア

イコン視覚的におおよその検討できる．しかし，集計機能がないのでどの調整日

が参加者の多い日なのか正確に認知できない． 
(2) 参加者の予定・要望の表現方法に対して 

(ア) 参加者が調整日に対して提示できるのが参加可能か参加不可かの二者択一であり，

遅刻してなら参加できる等条件付きで参加可能な人はメールをしなければ幹事に

知らせることができない． 
(イ) 参加者は予定入力のみ提示することができるが，開催日程決定のみの支援である

ため，参加者の要望を支援 web ページのみでは理解できない． 
 
 以上でまとめたとおり，問題点には一覧表の集計と参加者の予定・要望の表現方法と 2
つの問題があることが判明した．これらの問題を解決し，さらに幹事の負担を軽減するイ

ベント意思決定支援システムの設計・開発を目指す． 
 
4. イベント意思決定支援システムの設計と開発 
4.1. イベント意思決定支援システムへの要求 
 まず，イベント意思決定支援システムを開発するにあたり，イベント意思決定支援シス

テムに対し- 5 -3.3章で述べた支援サービス[3]の問題点から要求される事項及びその解決方

法を以下の表 3 に述べる． 
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表 3 支援システムの要求定義と解決方法 

要求番号 問題番号 要求定義 解決方法 

1 

(1)(ア) 予定入力の未入力を発生させ

ず，さらに視覚的に予定の入力

状況を把握できる． 

全ての参加者が一覧で見ること

ができ，表示を 1週間ごとにする．

予定未入力判別するための機能

を追加する． 

2 
(1)(イ) 調整日毎に利用者の予定入力

を自動集計し，閲覧できる． 
参加者すべての予定を一覧で表

示する最下部に集計結果を表示

する． 

3 

(1)(イ)(ア) 参加者が調整日に対して参加

可能か参加不可以外に，条件付

きで参加できる等曖昧な表現

を幹事に提示できる． 

条件付きで参加できる等曖昧な

表現するため，△アイコンを新た

に増やす． 

4 
(1)(イ)(イ) 参加者一人ひとりに対して自

由表記を可能である． 
参加者一人ひとりにコメント機

能を追加する． 

 
 イベント意思決定支援システムの利用方法は支援サービス [3]の特徴であったメールと

web の連携し，グループ内で web ページを共有して参加者の予定の一覧表を web ページに

表示を採用する．また，予定入力はクリックだけで入力が可能であることはそのまま採用

し，△アイコンを新たに増やすことで，予定の曖昧な表現を行えるようにする．さらに，

参加者同士が自由表記でやりとりができるような仕組みを目指す．その他，開催予定場所

の表示・編集が行える機能を追加する． また，未入力を起こさせず，ボタンの配置等デザ

インについても考慮した web フォームの設計を行う． 
 
4.2. 本システムの概要 
本システムを「iLover」（アイ・ラバー）と名付けた．iLover は web とメールを連携す

ることで幹事を支援し，図 3 のような構成をとる．システムは PHP プログラム，JavaScript
プログラム CSS プログラム，HTML プログラムで構成される．利用者からのアクセスは

HTML プログラムが受け付け， CSS プログラムで web ページのデザインを読み込むよう

にしており，ボタンやリンクの配置を考慮して設計を行った[5][6]．利用者は web ブラウ

ザを用いてシステムシステムを利用することができる． 
データは JSON（JavaScript Object Notation：JavaScript によるオブジェクト記法）形

式 [7]で保存がされている．JSON 形式はテキスト形式の XML よりも効率的で軽量なデー

タフォーマットである[8]ため採用した．また，JSON 形式で保存されているデータを PHP
プログラムで利用するため，Jsphon ライブラリを利用している [9]． 
スケジュール調整 web ページ生成フォーム（WebForm1）からアクセスし，必要な項目
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を入力し，サーバ側にデータを送信する．すると，PHP プログラムでスケジュール調整 web
ページ(WebForm2) 自動生成する．WebForm1，WebForm2 共に HTML プログラムであ

る．生成された WebForm2 を幹事と参加者と共有し，イベントの必要事項の決定を行うた

めに情報入力を行う．また，WebForm2 は情報入力に応じて表示が変化する．また，

WebForm2 に情報入力がされた場合，データは web サーバに送信され，保存されているデ

ータも変更を行う．WebForm2 にて入力や変更されたデータの更新方法は 4.3 節にて説明

する． 
 

 

図 3 システム概念図 
 
4.3. WebForm2 のデータ構造と更新方法 
 まず，WebForm2 に必要なデータを表 4 にまとめる．1 次添え字の値が 1 以上は参加

者が追加されるごとに増加し，最大値は参加者の合計と一致する．WebForm2 生成後，利

用者の情報入力によって保存されているデータ内容を変更する項目は PLACE，1 次添え字

の値が 1 以上の Flag，Comment および調整日予定入力アイコン判別要素，さらに 1 次添

え字の値が増加する場合である．つまり，サーバ側にデータを送信する機能は，開催予定

場所編集機能，予定未入力判別機能，コメント機能，予定入力機能，メンバー追加機能を

利用者が使用したときである．また，ページ送り機能，集計機能はサーバ側にデータを送

WebServer

System 

Data 

WebForm1 

□_____ 

□_____ 

□_____ 

WebForm2 

□_____ 

□_____ 

□_____ 

参加者 

web 
ブラウザ 

幹事 

web 
ブラウザ

データ送信 

HTML ページ 
データ送信 

生成・更新

情報入力 

情報入力
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信しないため動的な HTML ページを実現させる JavaScript のみで実装されている．利用

者が各機能使用時での流れは 4.4 章で述べる． 
 

表 4 WebForm2 でのデータ構造 

1 次添え字 項目名（2 次添え字） データ内容 

ID WebForm2 の固有 ID（乱数） 
HTML WebForm2 の URL 
JSPHON WebForm2 のデータ保存ファイルの URL 
TITLE イベントのタイトル 
MESSAGE 参加者へのメッセージ 
YEAR 調整期間の年 
MONTH 調整期間の月 
DAY 調整期間の日 
SPAN 調整開始日からの期間（何週間か） 
DAYS 調整期間の周期（数値の 7） 
HOUR 開催予定時刻の時間 
MIMUTE 開催予定時刻の分 

0 

PLACE 開催予定場所 

Id メンバーの ID 
NAME メンバーのニックネーム 
Flag 予定未入力判別フラグ 
Comment コメント 

1 以上 

0～【調整期間】＊ 調整日毎の予定入力アイコン判別要素 

＊【調整期間】= SPAN×DAYS – 1 
 

調整日毎に対して提示できる参加可否は 3 種類とし，WebForm2 のインタフェースでは

3 種類のアイコンとして表示する．それぞれの属性は以下の表 5 とおりである．調整日に対

して○アイコンは参加できる，×アイコンは参加できない，△アイコンは不明または条件

付きで参加できる等，曖昧な表現を行う場合に使用する．調整日に対して 1 種類のアイコ

ンを選択することで利用者は調整日対して参加可否を提示することができる．3 種類のアイ

コンはクリックを押すごとに変化し，トグルする．また，WebForm2 内で参加者全員の予

定表示を行うため，視覚的に理解できるように○アイコンは赤色，×アイコンは灰色，△

アイコンは黄色とした． 
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表 5 予定入力アイコン 

アイコン 名前 属性 クリック時に 
変化するアイコン 

 
○アイコン 調整日にイベントを開催した場合，

参加できる．  

 
×アイコン 調整日にイベントを開催した場合，

参加できない．  

 
△アイコン 予定不明．または参加に条件があ

る．（遅刻して参加可能など）  

 
次に，更新方法についてだが，利用者が WebForm2 に web ブラウザでアクセスしたとき

の WebForm2 を「#1」，予定の入力や参加者の追加など入力し，データが更新された

WebForm2 を「#2」としたとする． 
予定の入力や参加者の追加など利用者が#1 から参加者が何らかの情報入力があった場合，

JavaScript で HTML ページの表示を変化させることができる情報入力に応じて．

JavaScript で表示を変化させた WebForm2 を「#2-1」とする．しかし，web サーバ保存さ

れている JSON 形式のデータおよび#1 を変更していないため，この状態でアクセスしたと

きは変更データが反映されていない#1 が表示されてしまう．動的な HTML ページの変更に

管理しているデータ変更も対応づけるため，Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)とい

う技術を利用した [8][10]．非同期通信ができる Ajax は利用者の動作を止めることなく，

連続的に作業が続けることができる [8]． 
利用者が#1 にアクセスし情報入力したとき，web ブラウザ上に表示されている HTML

ページの変更は JavaScript で行い，表面上に変更された#2-1 を表示する．しかし，この状

態ではサーバ側に保存している#1 は変更できていない．変更データと#1 の固有 ID ととも

に Ajax の HTTP 通信で web サーバに送信する．送信されてきた#1 の固有 ID を利用し，

PHP プログラム内で JSON 形式のファイル名を指定する．指定した JSON 形式ファイルを

PHP で使用できるようにするため，Jsphon ライブラリ[9]で PHP の 2 次元配列にエンコー

ドし，送られてきた情報をもとにデータ変更を行う．さらに，PHP の 2 次元配列をもとに

#1 の PHP のプログラムで上書き保存 [10][12]を行い，#2 に更新させる．この PHP プロ

グラムは webFoem2 を生成時に使用したプログラムであり，参加者が増加しても対応でき

るようになっている．利用者が WebForm2 にアクセスしたときにはデータが更新された#2
を閲覧することができる（図 4）． 
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図 4 webForm2 の更新方法 

 
4.4. iLover 利用の流れ 

iLover 利用の流れは以下の通りである（図 5）．この利用の流れに沿って，各機能を説明

していく． 
① スケジュール調整 web ページ生成フォームに，イベントのタイトル，参加者へのメ

ッセージ，予定調整期間，開催予定時間，幹事のニックネームの必要な項目を入力 
② イベント作成ボタンを押す 
③ スケジュール調整ページが自動生成される． 
④ スケジュール調整ページの URL を参加者全員にメールで通知する． 
⑤ 参加者は，スケジュール調整ページにアクセスし，調整日 1 日毎に予定アイコンをク

リックで選択する． 
⑥ 集計結果を基に開催日程を，各コメントを基に開催場所を決定する． 

#1 に情報が入力 

入力データに基づいて表示変更

#1→#2-1：JavaScript 

web サーバに#1 の固有 ID と 

変更データを送信：Ajax 

JSON 形式を PHP 配列に 

エンコード：PHP 

データを変更し PHP 配列を

JSON 形式にデコード：PHP 

HTML プログラムの更新 

#1→#2：PHP 

固有 ID を基に JSON 形式 

ファイルを検索：PHP 



- 12 - 
 

 
図 5 iLover 利用の流れ 

スケジュール調整 web ページ生成フォーム

(WebForm1)に必要項目を入力 

「イベントを作成」ボタンを入力 

自動生成されたスケジュール調整 web ページ

（WebForm2）の URL を参加者全員にメールで通知

メンバーの追加
一覧テーブルに参加者を

全員追加したか？

自分の予定を 
入力したか？

調整日毎に予定アイコンを

クリックで選択 

コメントを入力 

要望など自由表記で 
連絡する必要があるか？

予定集計結果を基に 
開催日程を決定 

未入力判別ボタンを 
入力 

コメントを基に 
開催場所を決定 

Yes

Yes

Yes

No 

No 

No 
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まず，iLover を利用するためにはスケジュール調整 web ページ(WebForm2)を生成し，

その URL を参加者全員にメールで伝達する必要がある．幹事はスケジュール調整 web ペ

ージ生成フォーム(WebForm1) アクセスし，イベントのタイトル，参加者へのメッセージ，

予定調整期間，開催予定時間，幹事のニックネームの必要項目を入力する．必要項目すべ

て入力し，イベント作成ボタンを押す(図 6)． 
 

 
 

図 6 WebForm1 の入力例 
 
すると，web サーバ内の PHP プログラムが入力した内容に対応した WebForm2 を生成

し，自動的に webForm2 に切り替わる．生成された WebForm2 の URL を参加者全員にメ

ールで通知する．幹事や参加者は webForm2 にアクセスし，自身の予定やコメントを入力

することになるので，URL をブックマークへ保存するなどして忘れないように注意を促す

必要がある．webForm2 には，WebForm1 で入力した必要項目のほかに，開催予定場所，

予定調整期間内の幹事や参加者全員の予定やコメント，1 日ごとの集計結果を表示する一覧

テーブルがある．幹事と参加者はWebForm2を中心に予定や要望のやり取りを行う（図7）． 
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図 7 生成時直後の WebForm2 
 

webForm2 アクセス時，各々の予定は調整期間開始日から 7 日間を表示している．一覧

テーブルの上下に設置してある前の週ボタン，次の週ボタンで予定調整期間内，かつ表示

されている 7 日間以外の予定を表示することができる．次の週のボタンを押すと一覧テー

ブルに表示されている 7 日間から後の 7 日間分を，前の週ボタンを押すと一覧テーブルに

表示されている 7 日間から前の 7 日間を表示する．（図 8） 
新たにメンバーを追加したい場合，一覧テーブルの上下に設置してあるメンバー追加ボ

タンを押す．ポップアップで出力された画面が出力される．追加する参加者のニックネー

ムを入力し，決定ボタンを押すと，新たな参加者のニックネーム，予定やコメントを入力

できる 1 行が以前にあった一覧テーブルの参加者の 1 番下に追加される（図 9）．  

一覧テーブル 

タイトル 

参加者へのメッセージ

調整期間

メンバー 
追加ボタン 

前の週ボタン 次の週ボタン 

開催予定場所

開催予定時刻 
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図 8 ページ送り機能 

 

 

 
 

 
図 9 メンバー追加機能 

次の週ボタンを押す 前の週ボタンを押す 四角に囲まれている

部分が変化する

新たにメンバーが

追加される

メンバー追加ボタン

を押す 

追加したいメンバーの

ニックネームを入力し，

メンバー追加ボタンを

押す 
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一覧テーブルに追加されたメンバーは予定入力機能やコメント入力機能が使えるように

なる．一覧テーブルに対して，自分のニックネームが書かれた 1 行分が自身の参加是非や

コメントを入力する場所であり，左からニックネーム，予定入力欄，コメント欄である．

メンバーが追加されたとき，予定入力予欄は予定アイコンではなく，「スケジュールを入力

してください」と編集ボタンが表示されてある．編集ボタンを押すと，調整日 1 日毎に×

アイコンが表示される．これが参加者の未入力判別の役割を果たす（図 10）． 
 

 

    
図 10 未入力判別機能 

 
一覧テーブルの最上部に表記されている日程に対して，参加可能であれば○アイコン，

不参加であれば×アイコン，不明または参加に条件があれば△アイコンにクリックして選

択する．一覧テーブルに表示されている予定は 7 日間分であるが，前の週ボタン，次の週

ボタンで別の日程を表示させながら予定調整期間内全ての予定入力を行う． 

ニックネーム 

調整日

予定入力欄 

コメント欄

編集ボタンを押す

調整日毎に×アイコン

が表示されて，予定入

力が可能になる 
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また，コメントを編集したいとき，リンクで表示されている編集ボタンをクリックする

と，入力フォームが現れる．△アイコンに対しての理由や開催予定場所の要望など，幹事

や他の参加者に伝えたいことを入力し，入力フォーム右にある決定ボタンを押すと，コメ

ントを残すことができる．一覧テーブルの予定可否やコメントは WebForm2 にアクセスで

きる web ブラウザであれば変更が可能である（図 11）． 
 

 
 
 

 

 

 
図 11 予定入力機能とコメント機能 

 
参加者の追加機能，予定入力機能，ページ送り機能を使用されたと同時に，幹事と参加

者の合計人数と調整日 1 日毎に集計結果が再集計される．幹事と参加者の合計人数と調整

日の集計結果は一覧テーブルの最下部に表示される．参加者の合計人数は「参加者 x 人」（x
は一覧テーブル内に書かれているメンバーの人数）と一覧テーブル左端下に表示される．

調整日の集計結果は調整日に対しての○アイコンの合計と△アイコンの合計を足した数

（これを【合計】とする）と調整日に対して△アイコンの合計の数（これを【不明】とす

る）を表示する．表示は「【合計】（【不明】）人」となる．【不明】が 0 の場合，「【合計】人」

編集ボタンを押す

要望等を記入し決

定ボタンを押す 

コメントが

固定される

予定アイコンはクリックで

変更できる 
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と表示され，【合計】の数や【不明】の数がどちらとも 0 の場合，「0 人」と表示される（図

12）． 
 

 

 
 

図 12 集計機能 
 
幹事は締切日を設け，締切日までに参加者全員に予定調整期間内の予定を入力，コメン

トに幹事に対しての要望を記入する．そして，幹事は一覧テーブルの参加者の参加是非や

コメント，集計結果を参考にし，イベント開催日や場所などイベント必要事項の決定をす

ることになる．他に，開催予定場所の連絡を WebForm2 で可能にする開催予定場所編集機

能がある．開催予定場所の編集が可能であり，「編集」リンクを押すと入力フォームが現れ

る．決定ボタンを押すと開催予定場所が更新される． 
 

5. 評価 
 幹事の負担を軽減するイベント意思決定支援システム iLover の設計・開発を行った．こ

こでは実際に幹事が iLover を利用し，必要事項の調整を行ったユーザにヒアリングをおこ

なった．ヒアリングをもとに iLover の評価し，本システムの課題点および改良点を述べる． 
 
5.1. 事例に対しての評価 

まず，本システムを以下の観点から評価した． 
観点 1：イベントの日程調整は成功したか． 
観点 2：幹事の仕事を軽減したか． 
観点 3：日程を決定するまでの時間は短縮されたか． 
観点 4：参加者の事情や要望が聞きやすかったか． 

 
 また，これらの観点から，以下の 3 つの事例で簡単な評価を行った． 

参加者の合計人数 

参加者が全て○アイコン

だと赤く表示される 

左の数値：○アイコンと△アイコンの合計

（）の中：△アイコンの合計 を示す 
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事例 1：学生 6 名による宴会 
事例 2：学生 22 名と大学教官 1 名との宴会 
事例 3：学生 2 名による会議 

 
表 6 iLover の評価 

 観点 1 観点 2 観点 3 観点 4

事例 1 ○ ○ ○ ○ 

事例 2 ○ △ × ○ 

事例 3 △ ○ △ ○ 

 
iLover を利用した幹事が 4 つの観点から評価を行い，その結果を表 6 に示す．事例 1 は

参加者が△アイコンで示すことが多かったが，コメントやメールで幹事と参加者が対話を

行って，候補日を絞り込むことができた．さらに，WebForm2 を作成して 4 日間という短

期間で日程決定を行うことができた．事例 2 は参加者による入力が候補日直前までなかっ

たため，幹事が催促メールを何度も送る必要があった．さらに，日程調整の候補が 2 日間

だけだったが，日程に対して半数ずつ分かれてしまい，日程を決定しづらかった．しかし，

大学教官は必ず参加するという条件から候補日の中から決定することができ，結果的にイ

ベント開催をすることができた．事例 3 はスケジュール調整ページに予定入力を行ったが，

すべての調整日に対して都合が合わず，後日に一覧テーブルを参照しながらコメントで対

話して会議の日程を決定した． 
以上から，本システム iLover は幹事の負担を軽減する場合があり，△アイコンにより参

加者が曖昧な表現ができることによって幹事が臨機応変に対応することで解決できるメリ

ットがあることがわかった． 
 

5.2. ヒアリング結果によるコメント 
iLover を利用した幹事からヒアリングより得られたコメントを以下に述べる． 

(1) 一覧テーブルに対して 
(ア) 各自のスケジュールが一目でわかり，日程決定の候補に役に立った・ 
(イ) 未入力判別機能を利用して，未入力の人にメールで通知して予定入力を促すと予

定入力してもらえたので便利だった． 
(ウ) 調整期間が最低 2 週間までしか選択することができないため，それよりも短い期

間の調整を行うときは無駄が多い． 
(エ) 日付毎ではなく 1 日だけで 1 時間毎に予定を入力できるスケジュール調整ページ

が自動生成できるとうれしい． 
(オ) 一覧テーブルの最下部に調整日を表示してほしい． 
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(カ) 集計結果を一覧テーブルの上部にも表示してほしい． 
(2) 集計機能に対して 

(ア) 参加人数が多かったため，集計機能は便利だった． 
(イ) 一覧テーブルの集計表示とは別に，集計結果で参加人数多かった調整日を表示す

る機能があるほうが開催日程の決定基準にしやすい． 
(3) 予定入力機能に対して 

(ア) △アイコンがあることによって調整日に曖昧な表現ができて，連絡を取り合う人

を明確にすることができた． 
(イ) 自分のスケジュール以外の予定を変更できてしまうのはセキュリティ上問題では

ないのか． 
(ウ) スケジュールをすべて入力した後，ボタン押すと固定をする機能がほしい． 

(4) コメント機能に対して 
(ア) コメント機能を利用した参加者の要望がわかりやすかった． 
(イ) コメントを利用して参加者とのやりとりができて便利だった． 

(5) その他 
(ア) 参加者とのメールでのやりとりが少なかったため，幹事の手間が省けた． 
(イ) WebForm2 のアドレスを自動送信できるような機能があってもいいのではないか． 
(ウ) 必要事項を決定した場合，WebForm2 上に表示できるほうが良いのではないか 
(エ) PC だけでなく，携帯電話でも利用可能したい． 

 
以上のようなコメントを得ることができた．(5)(ア)のように参加者とのメールでのやりとり

が減ったというコメントは全ての事例の幹事から得ることができた．これは，iLover の最

大の利点だといえる．考察及びコメントから得た新たな要望や改良点を 5.3 章に列挙して述

べる． 
 
5.3. 考察 

5.2 章で述べたように，メールでのやりとりが減ったというコメントはすべての事例の幹

事から得ることができた．これは，△アイコンによって参加者が予定に対して曖昧な表現

の選択肢が増えたこと，コメント機能により自由表記が可能になったこと，集計結果が

WebForm2 にアクセスすることで知ることができることが原因と思われる．また，未入力

判別機能や△アイコンによって，幹事は日程調整において誰と連絡をやりとりしなければ

ならないか視覚的に理解できるようになった．さらに，集計結果からスムーズに開催日程

を決定できることから，メールによる方式よりも大幅に幹事の負担が軽減されていること

がわかる． 
一方で，イベント意思決定支援システムにおける課題点や新たな要望及びその改良策を

コメントのグループ分けごとにまとめる． 
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(1) 一覧テーブルに対して 
本システムの調整期間は最低 2 週間であるため，調整期間が 2 週間以内であるとき不

必要な予定入力箇所が発生してしまう．現段階では参加者にメールなどで予定入力をす

る箇所を指定するという方法しかない．WebForm2 を生成する WebForm1 に調整期間を

入力する際に，調整期間が長い期間かあるいは数日間か幹事側で選択できるような仕組

みを検討するとさらに負担が軽減できるであろう．また，日毎の予定入力ではなく 1 日

の時間毎たとえば 1 時間毎に予定入力ができるような仕組みを検討する必要がある． 
さらに，参加者が増えるとテーブルの行が増加するために最上部に書かれている調整

日が閲覧しにくく，テーブルの下側の行にある参加者の予定入力がしづらいことがわか

った．これは，調整日を最上部だけでなく最下部にも表示する等を検討する必要がある．

これは，集計結果の表示に対しても同様のことがいえる．集計機能が追加されたことに

より数値で日程を絞ることが可能になり，開催日程の決定を支援できるようになったが，

現段階では調整日毎に最下部に表示している．そのため，参加者が大人数の場合，

WebForm2 をアクセスしたときに一目では集計結果を知ることができない．調整日や集

計結果の表示方法を考慮して，一覧テーブルのレイアウトを設計する必要がある． 
 

(2) 集計結果に対して 
また，集計結果の表示は webForm2 にアクセス時は調整期間の最初の 7 日間のみであ

る．調整期間が長期間で第 1 週の集計結果と最終週の集計結果を比較するためには，ペ

ージ送り機能を何回も利用するため手間が大きい．この改善策として，WebForm2 に一

覧テーブルとは別に集計結果を表示する等がある．日付順に提示するのではなく，集計

結果をランキング形式で提示すると比較がしやすく候補日を選定しやすい可能性がある． 
 

(3) 予定入力に対して 
予定入力の誤入力に対して，本システムは幹事と参加者が 1 つの HTML ページを共有

しており，各自の予定入力がクリック 1 回で変更できるため，他人の予定でも変更でき

てしまう．故意によって利用者の誰かが他人の予定入力を変更することはスケジュール

調整ページの URL を知る人物のよる行為のため，グループ内の誰かによる行為と明らか

に判明してしまう．しかし，不可抗力で間違ってクリックしてしまい，正しい入力結果

をわからなくしまったという可能性がないとは限らない．予定未入力判別機能のほかに

すべての予定を入力したあと，固定できるようにおこなう必要がある． 
 

(4) コメント機能に対して 
 実際の事例でのコメントでは，△アイコンの理由，要望のやりとり，雑談などを記述

されており，参加者一人ひとりが自由表記可能な場をもつことでコミュニケーションを
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取ることが可能であることがわかった．また， 図 13 のように，参加者自身がコメント

編集を行った日付を記入するという利用の仕方があった．このことからコメントを編集

した日付を自動表示する機能があるとコメント機能の利用率が上がり，幹事と参加者の

やりとりがさらに多くなる可能性がある． 

 

図 13 コメント機能利用例 
 

(5) その他 
 本システムを利用する上でWebForm2を生成した後に，参加者全員にWebForm2のURL
を通知する必要があるが，この工程を自動化できないかという要望を得ることができた．

この工程を自動にするためには web 上に参加者全員のメールアドレスの入力を行なわなけ

ればならない．もしくは，幹事のメールアドレスを入力することで，通知に必要な記述を

自動的に作成し，受信したメールを既存のメールツールから転送すれば，この工程の手間

が省ける可能性がある． 
 また，必要事項が決定した場合，編集が可能な箇所がある方が，最後の通知をする際に

メールを利用せずに参加者に連絡できる可能性がある．必要事項記入機能を付ける際には

WebForm2 のレイアウトを考慮しながら検討する必要がある． 
WebForm2 の構成は PC からのアクセスに対応しており，携帯電話の web ブラウザは

JavaScript や Ajax に対応していないため PC と同等ように動的な HTML を実現すること

ができず，予定入力やコメント機能が利用できない．利用者の利便性の向上をするために

は，携帯電話で利用できるような仕組みを検討する必要がある．フルブラウザ対応の携帯

であるとアクセスは可能であるが，現状ではアクセスは困難である．携帯電話でもシステ

ムの利用を実現するには携帯専用の HTML ページ，デザイン設計や入力に応じてデータの

PC 専用ページと携帯専用ページどちらも更新が可能なプログラムの開発の検討が必要で

ある． 
 
6. おわりに 
 本研究では，小規模なグループ内でのイベント開催するために準備をする幹事の必要事

項を決定の支援として， web とメールを連携させたイベント意思決定支援システムの設

計・開発をおこなった．そして実際に本システムを利用することによって，幹事と参加者

のメールでのやりとりを減少させた．さらに，web 上で参加者の予定の集計結果を表示す

ることによって，開催日程の決定を支援することができた．ゆえに，幹事の負担が減らせ

ることが明らかになった． 
 実際に利用した幹事に対してのヒアリングから，一覧テーブルのレイアウトや予定入力

の誤入力防止方法及び集計機能の提示方法の改善を検討する必要がある．さらに，本シス
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テムでは調整期間は最低 2 週間であったが， 数日のみ提示可能にすることや 1 日に対して

時間毎の調整可能にする等，調整期間の選択肢を増やし幹事側で選定できる仕組みを提供

できると思われる．また，携帯電話での支援 web ページの参照や入力への対応も必要であ

る．これらの要望を改善する機能を追加することで，さらに幹事の負担を軽減するイベン

ト意思決定支援システムの利便性が向上すると期待できる． 
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